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あらまし：大学の基礎教育は，進学層の多様化に伴い様々なレベルの学生への対応が求められる一方で，

専門教育が前提とする一定レベルに対する完全習得学習となることが求められている．本稿では，このよ

うな相反する要求に応えるために，オントロジーを活用した適応型学習支援システムの活用を提案する． 

キーワード：オントロジー, 完全習得学習，反転授業，適応型学習支援システム 

 

 

1. はじめに 
大学での基礎教育の目的の一つは専門教育が前提

とする一定レベルの知識を修得させることにあるが，

一方で，大学への進学層の多様化に伴い大学の基礎

教育は様々なレベルの学生への対応を迫られ，この

目的の達成は困難になりつつある．このような問題

の解決のために，反転授業を取り入れた完全習得学

習が提案されている(1)が，反転授業の事前学習にお

いて通常利用されるビデオ教材は多くの場合画一的

であり，さまざまなレベルの学生に対応した適応型

コンテンツとなっているとは言い難い． 

そこで，本研究では，オントロジーを活用した適

応型コンテンツを現場の教員が無理なく作成できる

環境・手法を開発することを目的とする．また，そ

のコンテンツを教員間で共有・再利用できるように

体系化することも意図している．本稿では主として

その概要と今後の計画を示す．現状での詳細につい

ては(2)を参照ください． 

 

2. 提案の概要 
反転授業はブレンディッドラーニングの 1 種であ

るとされるが，反転授業においてはブレンディッド

ラーニングの一翼を担う e ラーニングの知見が十分

に活かされていないように思われる．特に，本研究

のように多様な学生を対象に完全習得学習を目指す

場合は適応型学習支援システムを活用することが有

効であると思われる．そこで，本研究では，反転授

業において，画一的なビデオ教材に代わり適応型学

習支援システムを活用することを提案する． 

既に様々な適応型学習支援システムが提案されて

いる(3)他が，必ずしも教育現場には浸透していない．

その理由として，特に大学では，授業内容を独自に

工夫し，授業資料も独自に作成する教員が多く，高

度な適応型学習支援システムは活用しづらい点があ

るように思われる．また，学習者から見ても，自ら

の疑問・興味とは関係なく学習内容を学習支援シス

テムに完全にコントロールされてしまうことに違和

感を覚える者も少なくないのではないかと思われる． 

そこで，本研究においては，適応エンジンにより

学習内容や設問を自動的に決定するような適応型学

習支援システムではなく，学習者が自らの疑問・興

味に従って学習内容の選択ができるようオントロジ

ーによりナビゲートするシンプルなシステムを提案

する． 

オントロジーによる学習内容の体系化も既に多く

の提案がなされている(4)他が，学習内容毎にオントロ

ジーが独自に開発されていることにより，それぞれ

を整合性を取りつつ統合的に体系化することはなさ

れていない．獲得した個々の知識等を様々な局面で

活用できるよう統合化することは教育の重要な要素

の一つであることを考えると，これは大きな問題で

はないかと考えている． 

そこで，本研究における提案システムは，現場の

教員が無理なくコンテンツを登録し活用できるシン

プルなシステムとする一方で，学習者をナビゲート

するオントロジーに関しては，コンテンツを統合的

に体系化できるものとする．それにより，コンテン

ツの共有・再利用も促進されると考えている． 

 

3. 実験システム EduGraph(5) 
現在，EduGraph と呼ばれる実験システムを開発し，

いくつかの基礎教育科目で活用を始めている．図 1

に EduGraph の概要を示す．EduGraph は，学生が学

外においてもスマホからも無理なく事前・事後学習

できるよう，ブラウザのみで利用できる軽量なシス

テムである．コンテンツは，軽量マークアップ言語

である Makrdown により作成し，それをブラウザに

よりスライド形式で表示する．また，オントロジー

は，学習者をナビゲートするという性格および現場

の教員が無理なく使用できることを意識し，表 1 に

示される関連型のみをもつ単純なものとし，その関

連型名称も学生，現場の教員に違和感のないものと
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した．その一方で，そのトップレベルは Basic Formal 

Ontology(6)を参考にしつつ汎用性のあるものとし，

多様なコンテンツに対しても，拡張してオントロジ

ーを開発できるようにした． 

 

 
図 1 EduGraph の概要 

 

表 1 関連型の種類 

関連型 記法 意味 

下位項目 A –下位項目–> B B は Aのサブクラス 

例 A –例–> B B はAのインスタンス 

構成項目 A –構成項目–> B B は Aの部分 

関連項目 A –関連項目–> B B は Aの関連項目 

 

このオントロジーは構造が単純であるため，グラ

フ形式で完全に表現が可能であり，グラフデータベ

ースである Neo4j 上に実装し，それをブラウザ上に

表現できるようにした． 

 

4. 現状での評価と今後の方向性 
現在，いくつかの基礎教育科目で実験システムの

活用を始めている．その中の一つに，1 年生向けの

コンピュータ関連基礎科目がある．この科目は概ね

IT パスポート試験のエンジニアリング系と同一の

内容であり，2015 年度は，2014 年度のパワーポイン

トによる授業資料を実験システムに移行すると共に，

オントロジーにより体系化したが，内容は 2014 年度

とほぼ同一である．2015 年度と 2014 年度の定期試

験の点数分布は図 2 のようになった．両年度の学生

は異なり，また，試験問題も異なることから正確な

評価は困難であるが，全体的には成績の向上が見ら

れる一方で，完全習得学習という観点からすると，

残念ながら下位層の向上はあまり大きくなかった．

下位層に関しては学習に対する動機付け等別の方策

も必要かもしれない．詳細は(2)を参照ください． 

この科目はコンピュータに関する基礎的な項目の

理解を目的とするものであり，学生のレベルに応じ

より基礎的な内容へ還元する必要性はあまり高くな

い．そのため，多様な学生への適応に関しオントロ

ジーよる体系化がどの程度効果を持つのかの確認・

評価は十分できていない．その検証のために，学生

のレベルに応じより基礎的な内容へ還元する必要性

が高い科目への適応を考えている．具体的には，そ

の一つとして，同じ基礎教育科目ではあるがコンピ

ュータ関連基礎科目とは性格の異なる統計学の入門

科目への適用を計画している．この科目では，高校

レベルの基礎的な数式に対する理解力が前提となる

が，学生によってはその前提となる数式に対する理

解がおぼつかない者もいる．このような状況に対し

て，オントロジーを活用したより基礎的な内容（こ

の場合であれば，具体的には，前提となる数式の理

解）への還元が効果的に行われるかを検証していく

予定である． 

また，今後は，実験システムを拡張し，広く開放

し，多くの方に様々な授業資料を登録・公開してい

ただくと共に，オントロジーによる体系化を進め，

登録・公開された授業資料の部分的な再利用による

新たな授業資料の生成の可能性についても探ってい

きたい． 

 

 
図 2 コンピュータ関連基礎科目の定期試験点数 
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